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1. はじめに
これまでに我々は無機あるいは有機ナノ微粒
子を光重合モノマーに分散した光重合性ナノ微
粒子ーポリマーコンポジット (NPC)1 を開発し、
ホログラフィック光記録、2　非線形光学材料、3

ホログラフィック中性子光学素子4などへの応用
で優れた特性を示すことを報告している。その
中で、モノマーへの分散性に優れた芳香環を有
するナノメートルサイズのハイパーブランチポ
リマー (HBP)を有機ナノ微粒子として種々の
モノマー（連鎖重合アクリルモノマー、逐次重
合チオール・エンモノマー、カチオン重合エポ
キシモノマー）へ高濃度に分散した NPCによ
り高い飽和屈折率変調 (∆nsat ∼ 0.008)を有す
る体積ホログラム記録が可能であることを実証
している。5 本報告では、高耐熱性、高透明性、
高屈折率性、高溶解性が達成できる新たに開発
した HBPをアクリレートモノマーに分散した
NPCにより∆nsatが 0.02を超える体積ホログ
ラムの記録が実証できたので報告する。
2. 実験と結果
トリアジン環と芳香環を有するHBP(n=1.79

@589nm）を可塑剤 (N-Vinyl-2-pyrrolidone)、
光重合開始剤 (Irgacure 784)とともに種々の添
加濃度でアクリレートモノマーブレンドに分散
した混合溶液を準備した。この混合溶液をスライ
ドガラスへ滴下した後に他のスライドガラスで
挟んだものをフィルム試料 (膜厚≈ 10µm)とし
た。ホログラフィック記録の実験では Nd:YVO4

レーザー (波長 532nm) を用いて格子間隔 1µm

の透過型平面波体積ホログラムを記録して、そ
の回折効率と屈折率変調動特性、∆nsat、記録
感度などを評価した。Fig.1に種々の露光強度
(I0)に対する∆nsat の HBP分散濃度依存性を

示す。この結果からHBP分散濃度 25vol.%、露
光強度 150～200mW/cm2 で ∆nsat は 0.022程
度まで増大できることがわかる。当日の発表で
は、光重合収縮特性についても報告する予定で
ある。

Fig. 1: Saturated refractive index modulation
(∆nsat) as a function of HBP concentration at dif-
ferent recording intensities (I0).
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